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甲賀市と伊賀市の広 域連携が本格スタート 
～両市が災害時相互応援協定を締結　観光・防災・交通・教育の連携推進へ～ 

　甲賀市に隣接する人口10万人の三重県伊賀
市、古くから忍者や焼き物などの共通資源を
題材として交流を深めてきた両市。その両市
では昨年6月1日に観光、防災、交通、教育
の各分野での連携を進めるべく広域連携推進
委員会を設置し、検討を重ねてきました。
　なぜ今、伊賀市との広域連携の必要性が
あるのか。今月号では伊賀市との広域連携に
至ったこれまでの経過と今回締結した「伊賀
市甲賀市災害時相互応援協定」について紹介
します。

　

甲
賀
市
と
同
じ
く
平
成
16
年
に
合

併
し
た
伊
賀
市
と
は
各
旧
市
町
村
の

時
代
か
ら
人
・
物
・
文
化
な
ど
多
く

の
交
流
が
図
ら
れ
、
互
い
の
地
域
の

振
興
に
広
域
的
な
連
携
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
の
進
む
中
で
合
併
を
選

択
し
た
両
市
は
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
行

政
課
題
の
解
決
や
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
同
じ
状
況
に
あ
る
両
市
は
合
併
に

伴
い
枠
組
み
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、

改
め
て
地
域
と
の
連
携
を
見
直
し
、

連
携
の
機
能
と
な
る
「
相
互
補
完
」

と
「
役
割
分
担
」
を
認
識
し
て
、
お

互
い
が
高
め
あ
う
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
県
域
を
越
え
て
も
で
き

る
必
然
性
の
時
を
迎
え
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

◎
 水
口
浄
水
場
の
断
水
事
故
時
に
は

伊
賀
市
か
ら
も
支
援

　

平
成
17
年
（
2
0
0
5
年
）
12
月

8
日
に
発
生
し
た
水
口
浄
水
場
で
の

断
水
事
故
の
際
に
は
近
隣
市
町
を
始

隣
接
す
る
伊
賀
市
と
の

　
　
　
　
　

連
携
の
必
要
性

A
平
成
17
年
8
月
4
日

甲
賀
市
の
中
嶋
市
長
と
伊
賀
市
の
今

岡
市
長
が
初
会
談
。　
﹇
信
楽
支
所
﹈

A
平
成
17
年
9
月
17
日
〜

伊
賀
・
甲
賀
忍
者
を
題
材
と
し
た
映

画「
S
H
I
N
O
B
I
」の
上
映
開
始
。

A
平
成
17
年
11
月
1
日

甲
賀
・
伊
賀
両
市
の
消
防
団
が
相
互

応
援
協
定
を
締
結
。

A
平
成
18
年
6
月
1
日

第
2
回
と
な
る
甲
賀
・
伊
賀
両
市
長

に
よ
る
会
談
。

﹇
伊
賀
市
役
所　

阿
山
支
所
﹈

観
光
・
防
災
・
交
通
・
教
育
な
ど
の

様
々
な
分
野
で
の
連
携
を
推
進
す
る

た
め
広
域
連
携
推
進
委
員
会
を
新
た

に
設
置
。

m  広域連携をテーマに話し合う両市の関係者

奈良県 
三重県 

津市 

大津市 

京都府 

m
伊
賀
市
と
の
位
置
関
係

め
、
隣
接
す
る
三
重
県
伊
賀
市
か

ら
も
職
員
の
応
援
や
飲
料
水
の
提

供
な
ど
の
面
で
支
援
い
た
だ
き
ま

こ
れ
ま
で
の
経
過
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甲賀市と伊賀市の広 域連携が本格スタート 
～両市が災害時相互応援協定を締結　観光・防災・交通・教育の連携推進へ～ 

し
た
。

　

隣
接
市
だ
か
ら
で
き
た
こ
の
よ
う

な
迅
速
な
支
援
体
制
は
最
近
各
地
で

発
生
し
て
い
る
自
然
災
害
な
ど
に
備

え
る
た
め
に
は
大
変
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
回
両
市
間

に
よ
る
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

市
が
お
互
い
に
支
援
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
市
と
の
協
定
は
近
年
に
見
る

活
断
層
に
よ
る
直
下
型
地
震
や
、
局

地
的
な
集
中
豪
雨
が
心
配
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
災
害
発
生
時
に
迅
速

に
対
応
す
る
た
め
で
す
。

　

今
回
の
締
結
に
あ
た
り
中
嶋
市
長

は
「
今
回
の
応
援
協
定
で
両
市
の
防

災
力
の
向
上
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
様
々
な
面
で
連
携
を
密
に
し

て
い
き
た
い
。」
ま
た
伊
賀
市
の
今

岡
市
長
は
「
今
後
は
行
政
ど
う
し
の

交
流
だ
け
で
な
く
、
住
民
や
民
間

で
の
交
流
に
も
広
げ
て
い
き
た
い
。」

と
述
べ
、
両
市
が
相
互
に
救
援
で
き

る
体
制
の
確
立
と
、
今
後
の
連
携
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

 

連
携
で
お
互
い
を

　

高
め
あ
う
ま
ち
へ

　

今
回
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定
の

締
結
を
機
に
両
市
間
で
の
広
域
連
携

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
各
部
会
で
具
体
的

な
事
業
や
連
携
策
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
取
り
組
み
が
進
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

県
域
を
越
え
た
連
携
で
お
互
い
が

助
け
合
え
る
、
ま
た
高
め
合
え
る
、

そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
も　

進

め
て
い
き
ま
す
の
で
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
協
定
で
は
い
ず
れ
か
の
市
が

地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
で

被
災
し
た
場
合
に
、食
糧
や
飲
料
水
、

隣
接
市
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

　
　
　
　

迅
速
な
応
援
体
制
を
確
立

〜
伊
賀
市
甲
賀
市
災
害
時
相
互
応
援
協
定
〜

●
食
糧
、
飲
料
水
、
生
活
必
需
物

資
の
供
給

●
被
災
者
の
救
出
、
医
療
、
施
設

の
応
急
復
旧
に
必
要
な
資
機
材

や
物
資
の
提
供

●
救
援
、
応
急
復
旧
に
必
要
な
車

両
等
の
提
供

●
被
災
者
の
一
時
受
け
入
れ
や
受

け
入
れ
施
設
の
提
供

●
救
援
、
応
急
復
旧
に
必
要
な
職

員
の
派
遣

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
斡
旋

ま
た
生
活
必
要
物
資
の
提
供
や
、
被

災
者
の
救
出
、
救
援
活
動
に
必
要
な

車
両
ま
た
は
職
員
の
派
遣
な
ど
で
両

A
平
成
18
年
8
月
9
日

第
1
回
伊
賀
市
・
甲
賀
市
広
域
連
携

推
進
委
員
会　
﹇
阿
山
支
所
﹈

「
消
防
・
防
災
・
危
機
管
理
」「
観
光
・

物
産
」「
鉄
道
・
交
通
・
道
路
」「
教

育
・
文
化
」
の
4
部
会
を
設
置
。

A
平
成
18
年
9
月
28
日

第
1
回
観
光
・
物
産
部
会﹇

水
口
庁
舎
﹈

平
成
19
年
度
以
降
に
観
光
ル
ー
ト
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を
確
認
。

A
平
成
18
年
10
月
6
日

第
1
回
鉄
道
・
交
通
・
道
路
部
会

　
﹇
甲
南
庁
舎
﹈

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
な
ど
を

進
め
る
こ
と
を
確
認
。

A
平
成
18
年
12
月
25
日

第
1
回
消
防
・
防
災
・
危
機
管
理
部

会　
﹇
甲
南
庁
舎
﹈

災
害
時
の
備
蓄
物
資
、
避
難
住
民
の

受
け
入
れ
、
情
報
通
信
な
ど
の
支
援

策
な
ど
を
検
討
。

A
平
成
19
年
1
月
16
日

第
1
回
教
育
・
文
化
部
会﹇

甲
南
庁
舎
﹈

両
市
の
情
報
提
供
の
体
制
づ
く
り
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
面
で
の
交
流
を
進
め

る
こ
と
を
確
認
。

A
平
成
19
年
1
月
22
日

第
2
回
消
防
・
防
災
・
危
機
管
理
部
会

﹇
阿
山
支
所
﹈

災
害
時
相
互
応
援
協
定
に
つ
い
て
検

討
。

A
平
成
19
年
2
月
14
日

「
伊
賀
市
甲
賀
市
災
害
時
相
互
応
援
協

定
」
を
締
結

﹇
伊
賀
市
役
所　

上
野
南
庁
舎
﹈

m 

握
手
で
今
後
の
連
携
を
誓
う
中
嶋
市
長（
右
）

と
伊
賀
市
の
今
岡
市
長

応
援
の
内
容

■伊賀市甲賀市基礎データ

伊賀市 甲賀市

合併 平成16年11月1日 平成16年10月1日

合併前
町村名

伊賀町、上野市、
島ヶ原村、阿山町、
大山田村、青山町

水口町、土山町、
甲賀町、甲南町、
信楽町

人口 102,849人 95,767人

世帯 38,672世帯 31,304世帯

面積 558.7㎢ 481.69㎢

※人口及び世帯数は1月31日現在のものです。
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「きずな」ではいろんな活動が行われています

m

登録団体による大掃除

　

市
で
は
「
甲

※

賀
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」を
策
定
す
る
た
め
、平
成
17
年
度
に
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
集
落
及
び
農
家
の
農

業
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
平
成

18
年
度
・
19
年
度
に
は
今
後
10
年
間
を
見
通

し
た
市
の
農
業
の
方
向
や
農
用
地
の
利
用
計

画
を
関
係
機
関
で
調
整
し
、
平
成
20
年
度
に

は
甲
賀
市
総
合
計
画
や
国
土
利
用
計
画
と
整

合
を
図
り
同
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
わ
せ
、
現
在
、
皆

さ
ん
の
地
域
の
農
振
農
用
地
内
で
住
宅
建
設

や
植
林
等
農
地
を
農
業
以
外
の
目
的
に
利
用

さ
れ
る
計
画
を
把
握
す
る
た
め
、
や
む
を
得

ず
農
用
地
区
域
の
変
更
が
必
要
な
土
地
を
、

区
長
や
農
事
改
良
組
合
長
、
農
業
組
合
長
そ

し
て
農
業
委
員
へ
照
会
し
て
い
ま
す
。

　

従
来
か
ら
農
振
農
用
地
を
転
用
す
る
た

め
、
随
時
相
談
を
受
け
年
2
回
解
除
の
手
続

き
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
度
は
農

用
地
の
利
用
計
画
を
関
係
機
関
と
調
整
す

る
た
め
、
手
続
き
を
年
2
回
か
ら
年
1
回
と

甲
賀
市

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
策
定

農
用
地
区
域
の

変
更
に
は
届
出
を

　
「
私
た
ち
が
決
め
て
、
私
た
ち
が
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
み
ん
な
で
育
て
る
「
自

主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
」
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会
や
自
主
活
動
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
、
み
ん
な
で
管
理
を
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
24
時

間
利
用
可
能
な
施
設
で
す
。

　

現
在
は
、
自
主
活
動
を
し
て
い
る
29
団
体
が
き
ず
な
を
拠
点
に
活
動
を
し
な
が

ら
、
自
主
運
営
を
行
う
「
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
運
営
協
議
会
」
で
、
み
ん

な
が
安
心
で
き
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
ル
ー
ル
を
決
め
た
り
、
登
録
団
体
の
交
流

会
を
開
催
す
る
な
ど
活
発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

自
由
な
活
動
場
所
を
探
し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
「
自

分
た
ち
の
家
」
と
し
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

307

535

水口城跡 

法務局 

水口図書館 

水口郵便局 

自主活動センター 
きずな 

甲賀病院 

水
口
石
橋
駅
 

碧水ホール 
簡易裁判所 

水口庁舎 
水口支所 

あいこうか 
市民ホール 

消防署 

水口城南駅 

近江鉄道
本線 

水口社会福祉センター 
水口税務署 

甲賀県 
事務所 
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農業委員会の総会
　　および農地転用申請等の

し
、
平
成
20
年
度
は
解
除
の
受
付
を
行
い
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
平
成
19
年
度
中
に
解
除
が
必
要

な
も
の
は
5
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
そ
れ
以
降
に
や
む
を
得

ず
農
用
地
区
域
の
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
は
、
平
成
20
年
度
の
計
画
策
定
時
に
調
整

し
ま
す
の
で
、
10
月
31
日（
水
）
ま
で
に
申

請
書
を
農
業
振
興
課
農
政
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。※

 農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
は
…
市
内
の
土

地
の
農
業
上
の
有
効
利
用
を
図
り
、
今
後
の

農
業
施
策
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
法
律
に

基
づ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。問い合わせ

　農業委員会事務局
　 1 65-0717　FAX 63-4601

締切りの
基準日が
変わります

　農業委員会は、毎月10日を基準日とし

てその月の農地転用申請等を締切り、同

月の25日を基準日として総会を開催して

きました。

　平成19年度は県から市へ多くの業務が

権限移譲されますが、農地法3・4・5条

の転用等の許可も、県知事許可となって

いたものが、市へ権限委譲されることに

なりました。（ただし県農業会議の審査

は今までどおり行われます。）

　そのため、この4月からは農地転用申

請等の締切りを20日に、総会を翌月8日

を基準日としますのでお間違えのないよ

うにお願いします。

　4月の総会案件の締切りは3月20日（火）

で、総会は4月6日（金）に行います。こ

のことから、3月は総会が開催されない

月となりますので、皆さんのご理解とご

了承をお願いします。

　今回の権限委譲により申請から許可ま

でに要する日数が10日ほど短縮になる見

込みです。

　許可の基準は従来と同様、法律や規則

に則して、県下で統一された基準（手引

き）に従って審議し、県農業会議も同じ

基準で審議されます。

　転用申請時は、なぜこの農地なのか、

なぜこの面積が必要なのか、などを始め、

添付書類や各種同意書・図面等をチェッ

クします。その際、不備等があれば返却

することになりますので、申請は早めに

お越しください。

　締切りが過ぎると、次回の総会案件と

なりますので、ご理解とご協力をお願い

します。

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
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農
政
係
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問い合わせ
自主活動センターきずな
運営協議会
　1・FAX 63-7310
不在の場合
　市役所市民生活課
　165-0687　FAX63-4582

年間登録の説明会を
開催します

●甲賀市を活動の拠点として、自主的に活動する団体やグループ（イベ
ントの実行委員会やサークル活動をしているグループなど）が年間登
録をすれば利用できます。

●政治・宗教・営利（塾や教室など）を目的とした団体は利用できません。
●「自分たちの家」です。管理人がいませんので、利用団体の自主管理・
自主運営となります。

●「次に使う人の身になって」利用するのがマナーです。ゴミやタバコ
の吸殻などはすべてお持ち帰りください。

年間登録団体を募集します！

募集要領・申込書は、きずな・市役所市民生活課・各支所にあります。
●募集締切　3月15日（木）必着
●申込・問合せ先　〒528-0005　水口町水口5676番地
　　自主活動センターきずな運営協議会　☎＆FAX　63-7310
　　（不在の場合）市民生活課　☎　65-0687　FAX　63-4582

年間登録を希望される団体
は、ぜひお越しください。
●日時　3月11日（日）
　　　　10：00～12：00
● 場所　自主活動センター
　　　　きずな

利用するときのルール

ビジター利用募集！

もっと多くの皆さんが利用できるように、年間登録をしていなく
ても利用できる「ビジター利用」を実施しています。
●使用時間　8：00～24：00
●利用対象団体
・甲賀市を活動拠点として自主的に活動する団体、グループ
　（稽古事などの団体も利用できます）
・政治、宗教、営利を目的としない団体
●使用1か月前から随時利用の受付をしています。
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じっくり 
観察ができる 

K
電
気
柵
の
設
置
の
ポ
イ
ン
ト
 

・
柵
の
背
後
が
藪
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
。
 

・
電
圧
を
常
に
確
認
す
る
。
 

・
雑
草
に
よ
る
漏
電
に
注
意
す
る
。
 

   

　市内5町の商工会女性部が取り組みを進められ、この

たび共通のイメージキャラクター（上図）が決定しました。 

　このイメージキャラクターは市内女性部員の連帯感を

高め、また広く市民の皆さんに可愛がってもらえるよう

な図案を商工業に携わる女性の感性を生かし作ろうと、

平成18年度提案公募型ブロック事業として実行委員会で

検討、決定したものです。 

　この忍者の衣装をまとったおさげ髪のたぬきのステッ

カーが、今春には市内の女性部員のお店や事業所に登場

します。 

　し尿くみとりシステムの事務
改善に先だち、2月末日での「し
尿くみとり券」（旧券）の販売枚
数の確認を行います。 
　つきましては、平成19年3月
1日販売分から「し尿くみとり券」
の様式を一部変更させていただ
きますので、現在お手持ちの「し
尿くみとり券」（旧券）を先に
ご利用ください。 
 
※料金や券の基本色及び券種に変更
はありません 

甲賀市内商工会女性部の 

イメージ 
キャラクターが 

問い合わせ 
商工観光課　商工振興係 
165-0707 　FAX 63-4087

決定 

「
し
尿
く
み
と
り
券
」（
旧
券
）の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

 

問い合わせ 
甲賀広域行政組合衛生センター 
　162-0809　FAX63-2449 
甲賀市環境課 
　165-0690　FAX63-4582 
 

鳥獣害対策 
ニュース 

5

今
回
は
防
護
柵
の
設
置
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
▼
点
検
を
し
な
い
電
気
柵
は
無
い
に
等

し
い
の
で
、
電
気
柵
の
管
理
体
制
が

必
要
で
す
。
 

・
ア
ー
ス
を
き
ち
ん
と
と
る
。
 

　
▼
地
面
と
足
の
間
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等

絶
縁
物
が
あ
る
場
合
は
感
電
し
に
く

い
の
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か
ら
離
し

て
電
気
柵
を
設
置
す
る
等
の
工
夫
が

必
要
で
す
。
 

・
線
の
高
さ
を
考
え
る
 

　
▼
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
で
あ
れ
ば
最
下
線

は
地
上
か
ら
20
b
と
し
て
く
だ
さ
い
。

最
高
線
は
イ
ノ
シ
シ
で
最
低
60
b
以

上
、
シ
カ
で
最
低
1
2
0
b
以
上
が

必
要
で
す
。
 

 K
シ
カ
用
防
除
柵
の
ポ
イ
ン
ト
 

　
ア
ミ
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
地

際
に
隙
間
が
あ
る
と
も
ぐ
り
込
ん
で
侵
入

す
る
の
で
、
設
置
面
を
ペ
グ
や
ア
ン
カ
ー

で
し
っ
か
り
留
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 K
イ
ノ
シ
シ
用
防
除
柵
の
ポ
イ
ン
ト
 

　
い
く
つ
か
の
防
除
方
法
を
併
用
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
弱
点
を
補
う
よ
う
に
設
置
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
 

例
①
ネ
ッ
ト
と
ト
タ
ン
を
併
用
す
る
こ
と

で
農
作
物
が
見
え
に
く
く
、
破
ら
れ
に

く
く
す
る
。
 

例
②
奥
行
き
が
あ
る
と
飛
び
越
え
ず
に
潜

り
ぬ
け
よ
う
と
す
る
の
で
、
電
気
柵
の

内
側
に
ト
タ
ン
を
設
置
す
る
。
 

問
い
合
わ
せ
　農
業
振
興
課　
鳥
獣
害
対
策
係
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柵の背後が藪になっている 

隠れる場所がすぐ後ろにあると 
侵入しやすい 

すぐ隠れることができないので、 
侵入しにくい 

畑のまわりを2～3m刈り払うだけでも効果があります。 

刈り払うと…… 

平成19年 

春
の
火
災
予
防
運
動
 

  家庭
で 

 職場
で 

地域
で 

『
消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の
心
の
　
注
意
の
火
。』
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
統
一
防
火
標
語
）
 

　
3
月
1
日
か
ら
3
月
7
日
ま
で
の
7
日

間
に
わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
先
は
空
気

も
乾
燥
し
て
い
て
火
災
が
起
き
や
す
い
上
に
、

春
一
番
と
い
う
強
い
南
風
が
吹
き
荒
れ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
大
火
に
な
り
や

す
い
時
季
で
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
火

災
に
よ
っ
て
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
こ
の

運
動
を
機
会
に
、
家
庭
で
・
職
場
で
・
地

域
で
火
災
予
防
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
 

　住宅用火災警報器の設置義務化を契機として、不適正な価格・無理強い
販売などを行う業者にご注意ください。消防職員が火災警報器を直接販売
することはありません。 
　住宅用火災警報器は、クーリング・オフの対象であり、契約後一定の期
間は契約の解除が認められています。悪質訪問販売と疑わしい事例に遭遇
した場合は、市の消費生活相談窓口に相談してください。 
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●
改
善
し
よ
う
！
生
活
の
中
で
の
 

﹇
危
険
な
習
慣
﹈
 

　
火
災
の
多
く
が
「
つ
い
ウ
ッ
カ
リ
…
」「
こ
の
く

ら
い
な
ら
大
丈
夫
…
」
な
ど﹇
危
険
意
識
の
欠
如
﹈

や﹇
慣
れ
か
ら
く
る
過
信
﹈な
ど
の
人
的
要
因
か

ら
発
生
し
て
い
ま
す
。﹇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し

な
い
、さ
せ
な
い
﹈﹇
揚
げ
物
中
に
は
そ
の
場
を
離

れ
な
い
﹈﹇
ス
ト
ー
ブ
を
衣
類
乾
燥
に
使
っ
た
り
、

点
け
た
ま
ま
で
就
寝
し
な
い
﹈﹇
給
油
は
い
っ
た
ん

火
を
消
し
て
か
ら
﹈な
ど
の
危
険
な
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
で
、出
火
危
険
の
90
％
以
上
は
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ●
﹇
防
災
訓
練
経
験
﹈
が
パ
ニ
ッ
ク
を
 

　
防
い
で
く
れ
る
 

　
火
災
と
い
う
異
常
事
態
の
中
で
は
、
い
つ
も

な
ら
な
ん
で
も

な
い
こ
と
も
、

思
う
よ
う
に
で

き
な
い
も
の
で
す
。

初
期
消
火
に
手

間
取
る
と
、
有

毒
ガ
ス
を
含
ん

だ
煙
を
吸
い
込

ん
で
意
識
が
遠

の
き
、
身
体
の

自
由
も
効
か
な

く
な
り
、
逃
げ
遅
れ
か
ら
死
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
防
災
訓
練
に
家
族
ぐ
る
み
で
毎
回
参
加

し
、
訓
練
の
重
ね
で
体
に
覚
え
こ
ま
せ
る
こ
と

で
速
く
確
実
な
対
処
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

避
難
時
期
も
的
確
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
 

 ●
実
際
の
火
災
を
想
定
し
た
 

　
　
　
　
﹇
避
難
訓
練
﹈
の
実
践
 

　
実
火
災
で
は
、
自
分
の
手
の
先
も
見
え
な
い

ほ
ど
の
煙
の
中
を
逃
げ
ま
す
。
「
1
階
の
台
所

か
ら
出
火
」「
就
寝
中
に
2
階
の
寝
室
か
ら
」

な
ど
様
々
な
場
所
で
の
出
火
を
想
定
し
、
目
隠

し
、
手
探
り
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
う
こ
と
も

必
要
で
す
。﹇
避
難
口
の
上
に
物
が
…
﹈﹇
障
害
物

で
ド
ア
ー
が
開
か
な
い
﹈
な
ど
の
不
備
は
、
直

ち
に
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 ●
火
災
か
ら
﹇
大
切
な
命
﹈
を
守
る
た
め
に
 

　﹇
住
宅
用
火
災
警
報
器
﹈を
設
置
し
ま
し
ょ
う
 

　
消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
築
住
宅
で
は
平

成
18
年
6
月
1
日
か
ら
、
既
存
住
宅
に
お
い
て

は
条
例
で
定
め
る
日
（
甲
賀
市
で
は
平
成
23
年

6
月
1
日
）
か
ら
共
同
住
宅
を
含
む
全
て
の
住

宅
に
対
し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

甲賀広域行政組合消防本部 

甲賀市消費生活相談窓口　TEL65－0685　FAX63－4582 
 

住宅用火災警報器
悪質な訪問販売等にご注意を！

住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、最寄りの消防署か 
［住宅用火災警報器相談室（0120－565－911）］へご相談くださ い。 

ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

様
式
が
一
部
変
更
さ
れ
る
 

こ
と
に
な
っ
た
旧
券
 

　
　
（
写
真
は
水
口
町
版
）
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じっくり 
観察ができる 

K
電
気
柵
の
設
置
の
ポ
イ
ン
ト
 

・
柵
の
背
後
が
藪
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う

に
注
意
す
る
。
 

・
電
圧
を
常
に
確
認
す
る
。
 

・
雑
草
に
よ
る
漏
電
に
注
意
す
る
。
 

   

　市内5町の商工会女性部が取り組みを進められ、この

たび共通のイメージキャラクター（上図）が決定しました。 

　このイメージキャラクターは市内女性部員の連帯感を

高め、また広く市民の皆さんに可愛がってもらえるよう

な図案を商工業に携わる女性の感性を生かし作ろうと、

平成18年度提案公募型ブロック事業として実行委員会で

検討、決定したものです。 

　この忍者の衣装をまとったおさげ髪のたぬきのステッ

カーが、今春には市内の女性部員のお店や事業所に登場

します。 

　し尿くみとりシステムの事務
改善に先だち、2月末日での「し
尿くみとり券」（旧券）の販売枚
数の確認を行います。 
　つきましては、平成19年3月
1日販売分から「し尿くみとり券」
の様式を一部変更させていただ
きますので、現在お手持ちの「し
尿くみとり券」（旧券）を先に
ご利用ください。 
 
※料金や券の基本色及び券種に変更
はありません 

甲賀市内商工会女性部の 

イメージ 
キャラクターが 

問い合わせ 
商工観光課　商工振興係 
165-0707 　FAX 63-4087

決定 

「
し
尿
く
み
と
り
券
」（
旧
券
）の
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
 

 

問い合わせ 
甲賀広域行政組合衛生センター 
　162-0809　FAX63-2449 
甲賀市環境課 
　165-0690　FAX63-4582 
 

鳥獣害対策 
ニュース 
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今
回
は
防
護
柵
の
設
置
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

　
▼
点
検
を
し
な
い
電
気
柵
は
無
い
に
等

し
い
の
で
、
電
気
柵
の
管
理
体
制
が

必
要
で
す
。
 

・
ア
ー
ス
を
き
ち
ん
と
と
る
。
 

　
▼
地
面
と
足
の
間
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等

絶
縁
物
が
あ
る
場
合
は
感
電
し
に
く

い
の
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
か
ら
離
し

て
電
気
柵
を
設
置
す
る
等
の
工
夫
が

必
要
で
す
。
 

・
線
の
高
さ
を
考
え
る
 

　
▼
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
で
あ
れ
ば
最
下
線

は
地
上
か
ら
20
b
と
し
て
く
だ
さ
い
。

最
高
線
は
イ
ノ
シ
シ
で
最
低
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b
以

上
、
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低
1
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0
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上
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。
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シ
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ど
で
地

際
に
隙
間
が
あ
る
と
も
ぐ
り
込
ん
で
侵
入

す
る
の
で
、
設
置
面
を
ペ
グ
や
ア
ン
カ
ー

で
し
っ
か
り
留
め
る
こ
と
が
必
要
で
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。
 

 K
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方
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を
併
用
し
、
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ぞ
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の
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点
を
補
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よ
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に
設
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す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
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に
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。
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潜
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で
、
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に
ト
タ
ン
を
設
置
す
る
。
 

問
い
合
わ
せ
　農
業
振
興
課　
鳥
獣
害
対
策
係
 

1
65
│
0
7
3
4
 
F
A
X
63
│
4
5
9
2

柵の背後が藪になっている 

隠れる場所がすぐ後ろにあると 
侵入しやすい 

すぐ隠れることができないので、 
侵入しにくい 

畑のまわりを2～3m刈り払うだけでも効果があります。 

刈り払うと…… 

平成19年 

春
の
火
災
予
防
運
動
 

  家庭
で 

 職場
で 

地域
で 

『
消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の
心
の
　
注
意
の
火
。』
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
国
統
一
防
火
標
語
）
 

　
3
月
1
日
か
ら
3
月
7
日
ま
で
の
7
日

間
に
わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
春
先
は
空
気

も
乾
燥
し
て
い
て
火
災
が
起
き
や
す
い
上
に
、

春
一
番
と
い
う
強
い
南
風
が
吹
き
荒
れ
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
大
火
に
な
り
や

す
い
時
季
で
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
火

災
に
よ
っ
て
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
こ
の

運
動
を
機
会
に
、
家
庭
で
・
職
場
で
・
地

域
で
火
災
予
防
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
 

　住宅用火災警報器の設置義務化を契機として、不適正な価格・無理強い
販売などを行う業者にご注意ください。消防職員が火災警報器を直接販売
することはありません。 
　住宅用火災警報器は、クーリング・オフの対象であり、契約後一定の期
間は契約の解除が認められています。悪質訪問販売と疑わしい事例に遭遇
した場合は、市の消費生活相談窓口に相談してください。 

◎
予
防
課
 

　
1
63
│

7
9
3
2
　
FAX
　63
│

7
9
4
0
 

◎
水
口
消
防
署
 

 
1
63
│

1
1
1
9
　
FAX
　63
│

7
9
4
1
 

◎
水
口
消
防
署
土
山
分
署
 

 
1
66
│

0
1
1
9
　
FAX
　66
│

0
8
4
8
 

◎
甲
南
消
防
署
 

 
1
83
│

3
1
1
9
　
FAX
　86
│

0
7
1
9
 

◎
甲
南
消
防
署
甲
賀
分
署
 

 
1
88
│

7
7
0
1
　
FAX
　88
│

7
7
0
2
 

◎
信
楽
消
防
署
 

 
1
82
│

0
1
1
9
　
FAX
　82
│

3
9
7
7

●
改
善
し
よ
う
！
生
活
の
中
で
の
 

﹇
危
険
な
習
慣
﹈
 

　
火
災
の
多
く
が
「
つ
い
ウ
ッ
カ
リ
…
」「
こ
の
く

ら
い
な
ら
大
丈
夫
…
」
な
ど﹇
危
険
意
識
の
欠
如
﹈

や﹇
慣
れ
か
ら
く
る
過
信
﹈な
ど
の
人
的
要
因
か

ら
発
生
し
て
い
ま
す
。﹇
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し

な
い
、さ
せ
な
い
﹈﹇
揚
げ
物
中
に
は
そ
の
場
を
離

れ
な
い
﹈﹇
ス
ト
ー
ブ
を
衣
類
乾
燥
に
使
っ
た
り
、

点
け
た
ま
ま
で
就
寝
し
な
い
﹈﹇
給
油
は
い
っ
た
ん

火
を
消
し
て
か
ら
﹈な
ど
の
危
険
な
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
で
、出
火
危
険
の
90
％
以
上
は
回

避
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 ●
﹇
防
災
訓
練
経
験
﹈
が
パ
ニ
ッ
ク
を
 

　
防
い
で
く
れ
る
 

　
火
災
と
い
う
異
常
事
態
の
中
で
は
、
い
つ
も

な
ら
な
ん
で
も

な
い
こ
と
も
、

思
う
よ
う
に
で

き
な
い
も
の
で
す
。

初
期
消
火
に
手

間
取
る
と
、
有

毒
ガ
ス
を
含
ん

だ
煙
を
吸
い
込

ん
で
意
識
が
遠

の
き
、
身
体
の

自
由
も
効
か
な

く
な
り
、
逃
げ
遅
れ
か
ら
死
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
防
災
訓
練
に
家
族
ぐ
る
み
で
毎
回
参
加

し
、
訓
練
の
重
ね
で
体
に
覚
え
こ
ま
せ
る
こ
と

で
速
く
確
実
な
対
処
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

避
難
時
期
も
的
確
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
 

 ●
実
際
の
火
災
を
想
定
し
た
 

　
　
　
　
﹇
避
難
訓
練
﹈
の
実
践
 

　
実
火
災
で
は
、
自
分
の
手
の
先
も
見
え
な
い

ほ
ど
の
煙
の
中
を
逃
げ
ま
す
。
「
1
階
の
台
所

か
ら
出
火
」「
就
寝
中
に
2
階
の
寝
室
か
ら
」

な
ど
様
々
な
場
所
で
の
出
火
を
想
定
し
、
目
隠

し
、
手
探
り
で
避
難
す
る
訓
練
を
行
う
こ
と
も

必
要
で
す
。﹇
避
難
口
の
上
に
物
が
…
﹈﹇
障
害
物

で
ド
ア
ー
が
開
か
な
い
﹈
な
ど
の
不
備
は
、
直

ち
に
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 ●
火
災
か
ら
﹇
大
切
な
命
﹈
を
守
る
た
め
に
 

　﹇
住
宅
用
火
災
警
報
器
﹈を
設
置
し
ま
し
ょ
う
 

　
消
防
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
築
住
宅
で
は
平

成
18
年
6
月
1
日
か
ら
、
既
存
住
宅
に
お
い
て

は
条
例
で
定
め
る
日
（
甲
賀
市
で
は
平
成
23
年

6
月
1
日
）
か
ら
共
同
住
宅
を
含
む
全
て
の
住

宅
に
対
し
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

甲賀広域行政組合消防本部 

甲賀市消費生活相談窓口　TEL65－0685　FAX63－4582 
 

住宅用火災警報器
悪質な訪問販売等にご注意を！

住宅用火災警報器に関するお問い合わせは、最寄りの消防署か 
［住宅用火災警報器相談室（0120－565－911）］へご相談くださ い。 

ホームページ　http://www.koka-koiki.jp

様
式
が
一
部
変
更
さ
れ
る
 

こ
と
に
な
っ
た
旧
券
 

　
　
（
写
真
は
水
口
町
版
）
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　毎年2月18日を中心に3日間行われる田
村神社（北土山）の厄除大祭。県内外
からの参詣でおおいに賑わいます。同
社の社名と厄除のことは、もちろん主
祭神である坂上田村麻呂に由来します。
田村麻呂は平安時代のはじめに征夷大将
軍となった実在の人物で、その活躍は中
学1年の社会科で学んでいます。 

　田村麻呂は猛将として聞こえましたが一
方で仏法に深く帰依し、田村堂がある京
都清水寺はその建立とされます。また
彼が平定した東北地方では、悪鬼・
悪竜を退治した神話的英雄として
信仰を集めています。そこには巡
りこられた神が土地の悪霊を退治
し治めるという庶民信仰が認めら
れるようです。 
　鈴鹿峠一帯は古代からの交通の要
衝であり、峠の神が祭られる場所でも

ありました。また「今昔物語」に描かれる
ように山賊も出没、中世にはしばしば討伐が行

われています。つまり跳梁する鈴鹿の鬼神を退治したと
いう田村麻呂の縦横無尽な活躍を思い描くにふさわしい
場所といえるのです。 
　来年度刊行予定の市史第1巻では、こうした鈴鹿越を
めぐる物語も描かれる予定です。どうぞご期待ください。 

第18回 

街道を歩く 
その8

総務課市史編纂係 
1 86-8075   FAX 86-8380

【問い合わせ】 

 

田村麻呂と田村神社 

【
問
い
合
わ
せ
】  

文
化
財
保
護
課
 

　
 
1
 
8
6
＿

8
0
2
6
 

 
F
A
X
8
6
＿

8
3
8
0

甲賀市 
文化財 

の
 20

飯道山を繙く 

 

大勢の参拝客で賑わう田村神社の厄除大祭 

ひもと 

絢
爛
豪
華
に
飾
ら
れ
た
花
 

 
 
 
 
（
里
宮
神
社
）
 

さかのうえのたむらまろ 

ルビあり▲ 

　

南
近
江
の
霊
峰
「
飯は
ん
ど
う
さ
ん

道
山
」
は
、
餉か

令れ
い

山や
ま

、
金こ
ん

奇き

山や
ま

と
も
呼
ば
れ
、
古
代
よ

り
山
岳
信
仰
の
霊
山
と
し
て
開
か
れ
、

中
世
以
来
、
近
江
屈
指
の
修
験
霊
場
と

し
て
発
展
し
、
多
く
の
信
仰
を
集
め
ま

し
た
。

　

今
も
山
上
に
多
く
の
僧
坊
を
偲
ぶ
大だ
い

伽が

藍ら
ん

跡あ
と

が
広
が
り
、
山
頂
部
は
甲
賀
市

史
跡
「
飯
道
神
社
・
飯
道
山
遺
跡
」
に

指
定
さ
れ
、
そ
の
山
容
は
甲
賀
市
指
定

文
化
財
「
飯は
ん
ど
う
さ
ん

道
山
惣そ
う

絵え

図ず

」
に
よ
り
窺

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

飯
道
山
の
中
で
も
延え
ん

喜ぎ

式し
き
な
い
し
ゃ

内
社
「
飯

道
神
社
」
は
、
そ
の
中
心
を
な
す
も
の

で
、
飯
道
神
社
本
殿
（
国
指
定
）
は
、

昭
和
50
年
に
解
体
修
理
さ
れ
、
桃
山
様

式
を
伝
え
る
極
彩
色
の
姿
が
再
現
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
、
内な
い
じ
ん陣

壇だ
ん
な
い内

か
ら
発
見
さ

れ
た
1
0
3
8
点
に
も
及
ぶ
懸
　
か
け
ぼ
と
け仏
群
は
、

飯
道
山
信
仰
の
片
鱗
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

　

平
安
時
代
後
期
と
推
定
さ
れ
る

蹴け

ぼ彫
り
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来
坐
像
や
、

在ざ
い
め
い銘

品
と
し
て
は
最
古
の
建
長
4
年

（
1
2
5
2
）
銘
を
も
つ
薬
師
如
来
坐

像
な
ど
、
江
戸
時
代
初
頭
に
至
る
多
数

の
懸
仏
が
発
見
さ
れ
神し
ん
ぶ
つ仏
習し
ゅ
う
ご
う
合
の
面
影

を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
本ほ
ん

地ち

堂ど
う

に
安
置
さ
れ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
飯
道
神
社
の
本ほ
ん

地ち

仏ぶ
つ

薬
師
如
来
坐
像
（
県
指
定
）
は
、

飯
道
山
信
仰
の
堂
々
た
る
威
容
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

神
仏
習
合
寺
院
と
し
て
栄
え
た
「
飯

道
寺
」。
惣
絵
図
に
は
、
飯
道
寺
の

坊ぼ
う
し
ゃ舎
の
配
置
と
規
模
が
詳
細
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
淡
彩
の
色
彩
画
で
、
縦

1
8
4
㎝
、
横
1
8
5
㎝
で
ほ
ぼ
正
方

形
の
大
き
さ
の
絵
図
に
は
、
大
小
二
十

余
り
の
坊
舎
が
描
か
れ
、
描
か
れ
た

時
代
は
、
坊
舎
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
た

江
戸
時
代
中
期
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
『
近お
う

江み

與よ

地ち

志し

略り
ゃ
く』

に
よ
れ
ば
、
享

保
19
年
（
1
7
3
4
）
頃
の
飯
道
寺
は

「
梅
本
・
岩
本
の
二
院
の
み
住
僧
あ
り
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
絵
図
は

荒
廃
が
進
ん
だ
飯
道
寺
の
あ
り
し
日
の

栄
華
を
偲
ん
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

絵
図
の
左
下
に
は
「
東
叡
山
末
江
州

甲
賀
郡
天
台
宗
飯
道
寺
」
と
あ
り
、
寛

永
寺
の
管
下
に
置
か
れ
る
天
台
寺
院
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
岩
本
院
と
梅
本
院

の
二
院
は
、
醍
醐
三
宝
院
に
所
属
す

る
当と
う
ざ
ん山
派は

正
し
ょ
う

大だ
い
せ
ん
だ
つ

先
達
寺じ

院い
ん

と
し
て
近

世
末
期
ま
で
全
国
の
山
伏
を
支
配
し

て
い
ま
し
た
。
飯
道
寺
裏う
ら
ば
ん判

の
あ
る

補ぶ

任に
ん

状じ
ょ
うが

各
地
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
二
院
の
勢
力
が
全
国
各
地

に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

『
大
だ
い
じ
ょ
う
い
ん

乗
院
寺じ
し
ゃ社
雑ぞ
う

事じ

記き

』
の
延
徳
4
年

（
1
4
9
2
）
の
記
事
に
「
六
角
ハ
甲

賀
郡
之
番
頭
寺
ニ
蟄ち
っ
き
ょ居
、
山や
ま
ぶ
し
で
ら

伏
寺
也
」

と
あ
り
、
飯
道
寺
は
山
伏
寺
と
い
う
印

象
で
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

俳は
い
せ
い聖
芭
蕉
の
「
山や
ま
か
げ蔭
は
山
伏
村
の
ひ

と
か
ま
え
」
の
一
句
は
、
飯
道
寺
山
伏

が
山
麓
に
信
仰
の
基
盤
を
移
し
た
そ
の

姿
を
詠
ん
だ
も
の
と
い
え
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

m
甲
賀
市
指
定
文
化
財
「
飯
道
山
惣
絵
図
」　
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甲賀市の 
11

大切な
 

自然自然自然

みなくち子どもの森自然館 
1 63-6712　FAX 63-0466

5日（月）、12日（月）、19日（月）、 
22日（木）、26日（月） 

3月の 
休園日 

甲賀市内にすむ 
絶滅が心配される動植物や 
それらを育む大切な 
自然についての連載です 

早春の木の花 
コウヤミズキ 

　コウヤミズキは、3月下旬から黄色の花が
咲く、マンサク科の低木です。山地の林の縁
や川の流れに沿って、タムシバやムシカリの
白い花とともに、芽吹き前の褐色の木々の間
を黄色に彩ります。小さな花が房のように集
まり、垂れ下がって咲いています。 
　本州の中部地方以西と四国、九州の岩地に点々
と生育する場所があるだけで、滋賀県でも、
甲賀市の信楽から大津市田上の花崗岩地帯の
限られた場所にしか生えていません。特定の
地域にしか生えないことから、「大切にしたい
滋賀の野生生物」（2005）では分布上重要種と
して掲載されています。 
　同じ仲間にトサミズキがあり、庭木として
親しまれていますが、その名から分かるように、
高知県の蛇紋岩地のみに生育している植物です。
近年の開発や採取により、自生地が減り続け
ているため、環境省では絶滅のおそれのある
植物としてとりあげています。 
　甲賀市のコウヤミズキも、その生育環境を
保全し、次の世代へ野生の姿を引き継ぎたい
ものです。 

コウヤミズキ 

次
号（
4
月
１
日
号
）は
、甲
賀
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。 

▲ルビあり 

・
横
た
わ
る
第
二
名
神
　
ま
た
ひ
と
つ
甲
南
町
の
景
色
移
ろ
う
 

今
村
　
　
緑
 

・
天
候
の
変
わ
る
兆
し
か
人
体
の
あ
ば
ら
の
骨
の
如
き
雲
出
ず
 

鵜
飼
　
洋
子
 

・
つ
ば
く
ろ
は
身
も
軽
々
と
宙
返
り
古
巣
忘
れ
ず
こ
の
甲
南
へ
 

岡
崎
　
　
照
 

・
桜
花
の
咲
く
頃
は
寂
し
え
弟
の
柩
に
納
め
し
さ
く
ら
一
枝
 

桂
　
　
歌
子
 

・
杉
の
苗
転
作
田
に
植
え
る
夫
田
植
え
せ
し
日
は
遠
く
な
り
ゆ
く
 

木
下
　
房
乃
 

・
ひ
と
り
居
と
な
り
し
二
人
の
長
電
話
そ
れ
ぞ
れ
受
話
器
置
き
か
ね
て
い
る
 

北
川
　
浩
子
 

・
初
節
句
　
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
　
孫
達
の
春
の
装
い
亡
夫
に
見
せ
た
し
 
千
葉
　
和
子
 

・
先
に
な
り
後
に
な
り
し
て
児
童
と
帰
る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
腕
章
つ
け
て
 八
里
　
い
よ
 

・
洋
菓
子
の
期
間
限
定
の
桜
食
め
ば
春
の
香
ほ
の
か
に
口
に
ひ
ろ
が
る
 
藤
田
　
悦
子
 

・
太
陽
が
落
ち
し
如
く
に
輝
き
て
つ
ぎ
つ
ぎ
星
を
生
み
ゆ
く
池
の
面
 

堀
井
　
菊
野
 

・
亡
き
母
の
靴
に
も
青
を
踏
ま
せ
つ
つ
梅
見
に
夫
と
月
ヶ
瀬
歩
む
 

御
崎
ミ
サ
子
 

・
増
築
の
た
め
に
壊
さ
れ
る
　柱
　壁
　我
が
身
削
ら
る
る
如
く
に
見
入
る
 
山
脇
知
鶴
子
 

・
い
じ
め
　自
死
　虐
待
ど
れ
も『
温
も
り
』を
置
き
忘
れ
ゆ
く
時
代
の
産
物
 
村
井
　
君
代
 

甲
賀
市
文
化
協
会
連
合
会
文
芸
欄 

今
回
は
、
甲
南
町
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ほ
お
じ
ろ
短
歌
会 

は
 
な
 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
き
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　市民生活課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。 お悩み相談室 市民生

活課よ
り 

知っト
ク！ 

　
主
婦
に
多
い
内
職
商
法
 

 　
「
自
宅
で
で
き
る
仕
事
」「
素
人
で
も
歓
迎
」

な
ど
と
広
告
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
話
で
誘
い
、

話
を
聞
い
て
み
る
と
、
仕
事
を
す
る
た
め
に
必

要
な
道
具
、
た
と
え
ば
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
の

購
入
、
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
教
材
の
購
入
な
ど
、

多
額
の
金
銭
負
担
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

　
契
約
し
て
も
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
購
入

し
た
商
品
な
ど
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
返
済
の
負
担
の

方
が
重
く
、
教
材
代
な
ど
わ
ず
か
な
負
担
に
過

ぎ
な
い
と
聞
い
て
い
た
の
に
説
明
と
ま
っ
た
く

違
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
 

　
生
活
費
あ
る
い
は
教
育
資
金
や
住
宅
購
入
資

金
の
足
し
に
す
る
た
め
、
働
い
て
少
し
で
も
収

入
を
得
た
い
と
い
っ
た
主
婦
の
思
い
に
つ
け
込

ん
だ
商
法
で
す
。
 

 　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
 

　
　
　
ね
ら
う
資
格
商
法
 

　「
う
ち
の
教
材
で
勉
強
し
て
資
格
を
と
れ
ば
副

業
を
紹
介
す
る
」「
副
収
入
が
得
ら
れ
る
か
ら
」

と
勧
誘
し
て
、
各
種
の
資
格
取
得
の
た
め
の
教

材
や
通
信
教
育
講
座
な
ど
の
契
約
を
さ
せ
る
も

の
で
す
。
 

　
職
場
に
電
話
を
か
け
て
勧
誘
す
る
や
り
方
が

典
型
的
な
手
口
で
、
教
材
を
購
入
し
た
も
の
の

難
し
く
自
分
の
レ
ベ
ル
に
は
合
わ
な
い
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
、
実
際
は
消
費
者
が
期
待
し
た

よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
が
多

く
あ
り
ま
す
。
 

　
仕
事
を
紹
介
す
る
と
い
う
の
も
、
教
材
を
購

入
契
約
さ
せ
る
た
め
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
 

　
ま
た
途
中
で
や
め
た
場
合
、
同
じ
業
者
や
違

う
業
者
か
ら
「
ま
だ
講
座
は
修
了
し
て
い
な
い
。

修
了
す
る
ま
で
契
約
は
終
わ
ら
な
い
。」
な
ど
と

言
っ
て
新
た
な
講
座
の
契
約
を
さ
せ
る
悪
質
な

業
者
も
あ
り
ま
す
。
 

 　学
生
な
ど
若
者
に
被
害
が
多
い
 

 
　
　
　
　
　
　
マ
ル
チ
商
法
 

　「
み
ん
な
で
勝
ち
組
に
な
ろ
う
よ
」「
少
な
い

資
金
で
ビ
ッ
グ
な
実
業
家
に
」
な
ど
と
言
っ
て
、

業
務
内
容
が
あ
い
ま
い
で
、
得
体
の
知
れ
な
い

販
売
組
織
に
誘
い
込
み
、
さ
ら
に
会
員
を
勧
誘

す
る
よ
う
強
要
し
ま
す
。
 

　「
販
売
し
て
い
る
は
ず
の
商
品
を
誰
も
見
た
こ

と
が
な
い
と
か
、
会
員
は
商
品
な
ど
の
販
売
活

動
に
は
興
味
が
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
自
分
の
下
に

販
売
員
を
増
や
す
こ
と
だ
け
に
夢
中
に
な
っ
て

い
る
な
ど
ネ
ズ
ミ
講
と
紙
一
重
の
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
 

　
被
害
に
あ
う
と
経
済
的
な
被
害
を
被
る
だ
け

で
な
く
、
人
間
関
係
に
も
ひ
び
が
入
り
深
刻
な

影
響
が
残
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
利
益
や
収
入
を
う
た
っ
て
勧
誘

し
、
高
価
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け
る

悪
質
業
者
が
い
る
の
で
十
分
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。
 問

い
合
わ
せ
 

 
市
民
生
活
課
　
生
活
交
通
係
 

 
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
9
時
〜
15
時
 

 
 
 
 
 
1
 
6
5
‐
0
6
8
5
 

 
 
 
　
F
A
X
6
3
‐
4
5
8
2

水道事業審議会が 
　設置されました 
水道事業審議会が 
　設置されました 
水道事業審議会が 
　設置されました 

　
こ
の
審
議
会
は
市
の
水
道
事
業
に
関
す

る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
審

議
を
行
う
諮
問
機
関
と
し
て
条
例
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
学
識
経
験
者
や
受
益
者
の
代
表
と
し
て

次
の
10
名
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
互
選
に
よ
り
会
長
に
松ま
つ

山や
ま

正ま
さ

己き

さ

ん
、
副
会
長
に
曽そ

和わ

政ま
さ

一か
ず

さ
ん
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
今
後
、
水
道
事
業
の
健
全
経
営
・

将
来
計
画
・
施
設
整
備
事
業
評
価
等
に
つ

い
て
審
議
を
い
た
だ
き
ま
す
。（
任
期
平
成

20
年
11
月
29
日
ま
で
）
 

　
就
任
い
た
だ
い
た
委
員
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）
 

会　長　　松山　正己（学識経験者） 

副会長　　曽和　政一（受益者代表） 

委　員　　林　　素也（学識経験者） 

　〃　　　谷　　俊秋（　　〃　　） 

　〃　　　積水化学工業（株）水口工場長 

　　　　　　　　　　（大口受益者代表） 

　〃　　　藤岡　正人（受益者代表） 

　〃　　　小倉千三枝（　　〃　　） 

　〃　　　野村　京子（　　〃　　） 

　〃　　　北田　順子（　　〃　　） 

　〃　　　植西雄次郎（市管工事組合） 

まつやま　　まさ み 

　そ　わ　　　まさいち 

はやし　　　もと や 

たに　　　　としあき 

 

 

ふじおか　　まさと 

　お　ぐら ち　み　え 

　の むら　　きょうこ 

きた だ　　じゅんこ 

うえにしゆう じ ろう 

会
　
長
　
　
松
山
　
正
己
（
学
識
経
験
者
）
 

副
会
長
　
　
曽
和
　
政
一
（
受
益
者
代
表
）
 

委
　
員
　
　
林
　
　
素
也
（
学
識
経
験
者
）
 

　
〃
　
　
　
谷
　
　
俊
秋
（
　
　
〃
　
　
）
 

　
〃
　
　
　
積
水
化
学
工
業（
株
）水
口
工
場
長
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
益
者
代
表
）
 

　
〃
　
　
　
藤
岡
　
正
人
（
　
　
〃
　
　
）
 

　
〃
　
　
　
小
倉
千
三
枝
（
　
　
〃
　
　
）
 

　
〃
　
　
　
野
村
　
京
子
（
　
　
〃
　
　
）
 

　
〃
　
　
　
北
田
　
順
子
（
　
　
〃
　
　
）
 

　
〃
　
　
　
植
西
雄
次
郎
（
　
　
〃
　
　
）
 

ま
つ
や
ま
　
　
ま
さ
き
 

　そ
　
わ
　
　
　ま
さ
か
ず
 

は
や
し
　
　
　
も
と
や
 

た
に
　
　
　
　
と
し
あ
き
 

  ふ
じ
お
か
　
　
ま
さ
と
 

　お
　ぐ
ら
ち
　
み
　
え
 

　の
む
ら
　
　
き
ょ
う
こ
 

き
た
だ
　
　
じ
ゅ
ん
こ
 

う
え
に
し
ゆ
う
じ
ろ
う
 

問い合わせ 
上水道業務課管理係 
1 86‐8013　FAX86‐8032

 

利
益
や
収
入
を
 

　
う
た
う
手
口
に
ご
注
意
を
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身体にやさしい!?

“かにが坂飴”“かにが坂飴”

“かにが坂飴”

飴
共
同
組
合
と
し
て
生
産
販
売
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
土
山
町
の

田
村
神
社
前
の
高た

か
お
か岡

孝た
か
しさ

ん
の
お
宅

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

〝
か
に
が
坂
飴
〞
の
由
来
に
よ
る

と
…
昔
、
鈴
鹿
山
麓
に
3
m
も
の
大

蟹
が
忽
然
と
現
れ
、
旅
人
や
村
人
に

危
害
を
与
え
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

八
〜
九
十
年
も
の
間
、
誰
一
人
と
し

て
退
治
す
る
も
の
が
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
あ
る
僧
都
が
観
音
様
の
お
告

げ
を
聞
い
て
大
蟹
を
退
治
す
る
た
め

に
鈴
鹿
山
へ
出
向
き
、
蟹
坂
へ
と
や

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
僧
都
が

お
経
を
唱
え
始
め
る
と
、
不
思
議
な

こ
と
に
大
蟹
は
そ
の
場
に
倒
れ
、
涙

を
流
し
て
悪
行
を
反
省
し
ま
し
た
。

そ
し
て
突
然
の
も
の
す
ご
い
音
と
と

も
に
蟹
の
甲
羅
が
8
つ
に
割
れ
、
血

が
噴
出
し
、
大
蟹
は
解
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
僧
都
は
蟹
の
霊
を
慰
め
る

た
め
に
〝
蟹
塚
〞
を
建
て
、
村
人
に

八
つ
の
割
れ
た
甲
羅
に
似
た
飴
を
作

る
こ
と
を
教
え
、「
こ
の
飴
を
食
べ

れ
ば
災
害
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
」
と
言

い
ま
し
た
。
こ
こ
土
山
で
は
、
そ
の

教
え
を
守
り
〝
厄
除
け
の
か
に
が
坂

飴
〞
と
し
て
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。
ち
な
み
に
、〝
蟹
塚
〞
は

江
戸
時
代
の
紀
行
文
で
も
登
場
し
て

お
り
、
蟹
坂
地
区
の
山
林
に
あ
る
、

知
る
人
ぞ
知
る
小
さ
な
塚
で
す
。

 

〝
か
に
が
坂
飴
〞
は
べ
っ
甲
色
の

ま
ん
丸
の
飴
で
、
蟹
の
甲
羅
を
模

し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
口

の
中
に
入
れ
る
と
ほ
ん
の
り
と
昔
な

つ
か
し
い
甘
さ
が
広
が
り
ま
す
。
原

材
料
は
地
黄
煎
（
じ
お
う
せ
ん
）
と

い
う
大
麦
の
発
芽
を
澱で

ん
ぷ
ん粉

に
作
用
さ

せ
て
作
ら
れ
た
麦
芽
糖
で
1
0
0
パ

ー
セ
ン
ト
無
添
加
の
天
然
素
材
。
こ

の
麦
芽
糖
は
、
子
ど
も
の
大
好
き
な

乳
酸
飲
料
な
ど
に
も
入
っ
て
い
て
体

に
良
い
そ
う
で
す
が
、
現
在
麦
芽
を

原
料
と
す
る
飴
は
コ
ス
ト
が
か
か
る

た
め
、
あ
ま
り
生
産
さ
れ
て
い
な
い

そ
う
で
す
。
薪
を
割
り
、
そ
の
薪
で

火
を
お
こ
し
た
釜
戸
で
水
あ
め
を
煮

詰
め
（
こ
の
火
加
減
が
肝
心
だ
そ
う

…
）、
鍋
を
火
鉢
に
か
け
、
小
さ
な

す
り
こ
ぎ
の
よ
う
な
木
の
棒
に
水
飴

を
巻
き
つ
け
て
、
ゴ
ザ
の
上
に
形

を
整
え
な
が
ら
張
り
付
け
て
い
き
ま

す
。
少
し
固
ま
っ
て
き
た
ら
コ
テ
で

押
し
付
け
直
径
3
㎝
ほ
ど
の
丸
型
に

し
て
い
き
ま
す
。
完
全
に
固
ま
っ
た

飴
は
8
個
ず
つ
竹
皮
で
包
装
し
て
い

き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
私
も

飴
作
り
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
…
。麦
芽
水
飴
の
扱
い
は
、

な
か
な
か
手
強
か
っ
た
!!
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
は
、
煮
詰
め
た
飴
を
手
際

よ
く
ゴ
ザ
に
同
量
ず
つ
丸
く
張
り
付

け
て
い
か
れ
る
の
で
す
が
、
ま
ず
飴

が
く
っ
つ
い
て
棒
か
ら
離
れ
な
い
！

ゴ
ザ
に
落
ち
た
か
と
思
う
と
形
が
歪

い
び
つ

で
き
れ
い
な
丸
型
に
な
ら
な
い
…
。

「
ゆ
っ
く
り
し
て
た
ら
飴
が
固
ま
る

さ
か
い
、
早
よ
ぅ
、（
コ
テ
で
）
た

た
か
な
ア
カ
ン
！
」
と
言
わ
れ
る
始

末
。
売
り
物
の
飴
に
す
る
に
は
程
遠

く
、
改
め
て
プ
ロ
の
職
人
技
は
凄
い

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

機
械
化
が
進
む
中
、
す
べ
て
手
作

業
で
行
う
工
程
に
は
、
伝
統
を
受
け

継
ぐ
作
り
手
の
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
悠
久
の
昔
か
ら
伝
わ
る
伝

統
の
温
か
い
味
、
一
つ
一
つ
手
作
り

で
愛
情
た
っ
ぷ
り
で
あ
る
が
故
に
身

体
に
優
し
い
？
！
〝
か
に
が
坂
飴
〞

は
、
今
も
土
山
の
名
物
と
し
て
大
切

に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

まちかど特派員 富
とみ

田
た

　聡
さと

美
み

n

蟹
塚

n

煮
詰
め
る

n

ゴ
ザ
張
り
付
け

n

コ
テ
で
押
さ
え
る

　
『
田
村
神
社
厄
除
け
祭
』。
土
山
町

を
知
ら
な
い
人
で
も
こ
の
お
祭
り

は
知
っ
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
有
名
で

す
が
、
こ
の
名
物
と
し
て
密
か
に

人
気
を
博
し
て
い
る
の
が
〝
か
に
が

坂
飴
〞
。
こ
の
〝
か
に
が
坂
飴
〞
は

数
百
年
前
か
ら
厄
除
け
の
御
利
益
が

あ
る
と
し
て
街
道
筋
の
家
々
で
作
ら

れ
、
東
海
道
を
旅
す
る
人
々
に
売
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
近
年
ま
で
八
つ
割

n

か
に
が
坂
飴
の
完
成
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●秘書広報課 165-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。 
皆さんからの情報提供をお待ちしています。 

　
水
口
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
隅
に
、
完
成
し
た

小
さ
な
池
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
夏
休
み
に
作
ら
れ
た
「
ビ※

オ
ト
ー
プ
」
と
い
う
池
で
す
。
城
山
の
伏
流
水
を
利
用
し
、

で
き
る
だ
け
自
然
に
近
い
状
態
に
な
る
よ
う
3
年
生
を
中

心
に
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
街
の
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
、
ま
た
保
育
園
児
と
と
も
に

生
き
物
が
観
察
で
き
る
場
と
し
て
、
誰
も
が
ホ
ッ
と
で
き

る
よ
う
な「
地
域
の
ビ
オ
ト
ー
プ
」に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
 

 

※
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は
も
と
も
と
「
生
き
物
の
す
む
空
間
、
す
み

場
所
」
を
さ
す
言
葉
で
す
。
最
近
で
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類

の
生
き
物
が
継
続
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
そ
な
え
た
場
所
を
さ
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
 

み
ん
な
お
い
で
よ
！
 

わ
た
し
た
ち
の
 

 

水
口
小
学
校
・
環
境
学
習
の
取
り
組
み
か
ら
 

ま
ち
か
ど
特
派
員
'
杉
山
祐
子
 

平成18年夏休み どんなビオトープ 
になるかな？ 

①工事の完成 

「感性を培い、磨く“感動
体験の場”になってくれれば」
と小川校長先生 

②生物を 
とりに行く 

10月、3年生110名が野洲川へ
魚や水生昆虫を採取しに行きま
した。初めて川遊びをした子も
あり、みんな大騒ぎでした。昔
からの琵琶湖の固有種のみを池
に入れることに。「失敗もしな

がらの学習
を 進 め た
い。」と担当
の田村先生 

 

これからも 
おいしい給食を 
つくってね 

 

これからも 
おいしい給食を 
つくってね 

 

これからも 
おいしい給食を 
つくってね 

 

給食週間の 
取り組み 

給食センターへ感謝の気持ちを 込めて寄せ書きを贈る児童 

　毎年1月24日から30日までの全国学校給食週間にあわせ、1
月24日（水）から27日（土）まであいこうか市民ホールで学校
給食展が行われました。 
　この給食展は給食の意義や食育の大切さを知ってもらおう
と毎年行っているもので、小中学校の食育への取り組みや、
昔懐かしい給食のレプリカ、当日の給食などが紹介されました。 
　また1月31日（水）には柏木小学校で給食感謝祭が行われまし
た。会場となった体育館では給食に関するクイズや児童から
給食センターへ「給食を作るのにどれくらいの時間がかかる
のですか？残った給食はどうなるのですか？」といった質問
が投げかけられ、栄養士などがわかりやすく説明しました。 
　日常なにげなく食べている給食ですが学校へ届くまでいろ
いろな方の手により栄養や量のバランスを考えられているこ
とがこの給食週間の取り組みを通して学んだことのひとつで
はないでしょうか。 

深山遥香さんが 深山遥香さんが 
全国図書館協議会 
　　　　会長賞を 

　2月16日（金）甲賀西保育園の年長児が自然体験型環境学習で自
然について学びました。 
　これは滋賀県環境学習支援センターが主催したもので、環境に
こだわった地域づくりを進めている

※

環境レイカーズの島
しま

川
かわ

武
たけ

治
はる

さ
んを指導者に近くの里山に出かけました。 
　島川さんから「みんなのまわりには空や雲、空気など自然がい
っぱいです。」と説明を聞いた後、ロープ伝いや忍び足などの遊
びを取り入れた忍者修行を通じて身近な自然ついて勉強しました。 
　大自然を満喫した園児たちはみんなで空に向かって「ありがと
う」を言いました。 
 

　
ふ
る
里
が
誇
れ
る
村
づ
く
り
を
進
め
る
甲
南
町
柑
子
区
で
公
民

館
の
改
築
工
事
が
完
了
し
、
2
月
11
日（
日
）
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

竣
工
式
に
は
、
関
係
者
や
地
元
住
民
約
1
1
0
名
が
出
席
、
み
ん

な
が
気
軽
に
集
え
る
広
場
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
当
日
は
中
嶋
市
長
も
「
柑
子
区
民
の
絆
を
よ
り
深
く
結

ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
拠
点
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
、
皆
さ
ん
と
も
に
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。
 

　
柑
子
公
民
館
は
、
旧
公
民
館
の
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
住
民

の
高
齢
化
が
進
み
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
求
め
る
声
が
高
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
改
築
事
業
を
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
新
た

な
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

　
な
お
、
本
事
業
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
と
し

て
宝
く
じ
収
益
金
の
一
部
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

給
食
に
使
わ
れ
て
い
る
地
場
産
 

野
菜
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
あ
い
 

こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
の
会
場
 

 

新
し
く
柑
子
公
民
館
が
完
成
 

島川さんから木の命について説明を受ける園児たち 

ロープ伝いを体験する園児たち 

み
ん
な
で
気
軽
に
集
え
る
広
場
へ
　
 

新
し
く
な
っ
た
柑
子
公
民
館
 

竣
工
式
で
祝
辞
を
述
べ
る
 

中
嶋
市
長
 

※「環境レイカーズ」は英語の「laker=湖畔の住人」と琵琶湖の流域面
積が95パーセント以上を占める滋賀県の地域特性をかけて名づけら
れました。環境にこだわった地域づくりを行う人々の集まりです。 

受
賞
 

　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
第
52

回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
で
甲
南
第
二
小
学
校

4
年
の
深ふ

か

山や
ま

遥は
る

香か

さ
ん
が
全

国
図
書
館
協
議
会
会
長
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子

ど
も
や
若
者
が
本
に
親
し
む

機
会
を
つ
く
り
読
書
の
楽
し

さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し

て
も
ら
お
う
と
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
今
回
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
、
過
去
最
多
の

4
3
6
万
2
0
2
5
編
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
今
回
深
山
さ
ん
は
、
ひ
い

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
「
い
ん
ち

ゃ
ん
」
が
亡
く
な
ら
れ
た
時

に
出
会
っ
た
一
冊
の
本
「
『
生

と
死
』
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

を
読
み
、
感
想
を
ま
と
め
ら

れ
た
も
の
で
、
初
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
本
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

注意書きなども作りました。 

受
賞
さ
れ
た
深
山
遥
香
さ
ん
 

受
賞
さ
れ
た
深
山
遥
香
さ
ん
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天　体　観　望　会
3月10日（土）

「星占いの星座を覚えよう
～黄道12星座～」

　満天に輝くおびただしい数の星々の
光は、宇宙の遥か彼方から何百年、何
万年、何億年も宇宙空間を旅して、今
私たちの目を楽しませてくれていま
す。
　星座は全部で88ありますが、太陽が
通る道筋に位置する星座は全部で12
あります。これを「黄道12星座」と呼
んでいます。伝説や神話に想いをはせ
ながら、星座をたどってみましょう。

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30～21：30
受　付／下記までお電話ください

問・申…かふか生涯学習館
288-4100　588-5055

文化の薫る天平の都
ウォーキングツアー
～開通前の第二名神を歩こう～
　開通前の第二名神をウォーキング、
途中宮町遺跡を見下せます。

日　程／① 3月25日（日）
② 4月22日（日）
③ 5月27日（日）
④ 6月24日（日）

集合場所／信楽高原鐵道紫香楽宮跡駅
集合時間／ 9：00（雨天は中止）
参加費／ 1,000円（当日受付で徴収）
募集人員／各150名

（定員になり次第締め切り）
申込締切／ 3月15日（木）必着
申込方法／ハガキまたはＦＡＸで「文
化の薫る天平の都ウォーキング・ツ
アー」参加希望と明記し、希望日、住所・
氏名（ふりかな）・年齢・電話番号（Ｆ
ＡＸ）および小学生は保護者名を記入
し下記まで。

問・申…信楽高原鐵道㈱総務課
〒529-1851
甲賀市信楽町長野192番地
282-4366　582-3323

第10回あいの土山斎王群行
　雅やかな斎王による禊

みそ

ぎや平安時代
の絵物語を再現する『斎王群行』…遥
か1121年前の悠久の時代をこえ、今
年も鹿深の地で甦ります。斎王による
禊ぎ式や華やかな道中舞を繰り広げな
がら現存する唯一の国史跡「垂水斎王
頓宮跡」まで約3キロの道のりを総勢
80名が雅な平安装束に身を包み厳かに
進みます。この平安絵巻を堪能し、古
き良き文化の香りに触れてみませんか

日　時／ 3月25日（日）11：30～16：00
場　所／大野小学校～垂水斎王頓宮跡
11：30　禊ぎ群行（大野小学校体

育館前～夢の小川）
12：00　禊ぎ式（夢の小川）
12：30　お発ち式（体育館）
13：30　斎王群行整列（旧東海道）
14：00　道中舞（市場）
14：40　道中舞（前野）
15：30　お着き式（垂水斎王頓宮跡）
16：00　終了

問…あいの土山斎王群行実行委員
会事務局（あいの土山文化ホール内）
〒528-0211
甲賀市土山町北土山2222-2
266-1602　566-1603

碧水ホール  碧水弥生寄席
上方落語の醍醐味をお楽しみいただけます。

日　時／ 3月24日（土）
14：00開演　（13：30開場）

場　所／甲賀市碧水ホール
入場料／前　売　　2,000円

当　日　　2,500円
出　演／桂福団治、桂文福、桂一蝶、

林家染雀、笑福亭智之介
※全席自由、未就学時の入場はご遠慮
　ください。

問…碧水ホール
263-2006　563-0752

子どもの森を歩こう3月
～オタマジャクシの観察～

　子どもの森園内を歩きながら自然観
察します。今回は早春に卵を生むアカガ
エルのオタマジャクシを探してみます。

日　時／ 3月4日（日）14：00～１時間程度
集合場所／みなくち子どもの森自然館前
対　象／子ども～大人　園路を約1時

間歩ける方（団体不可）
※申込不要です。集合場所へ野外を歩
く服装でお越しください。

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

信楽図書館
手作り教室ブックカバー講座

　自分で描いたイラストであなただけ
のブックカバーを作りませんか？

日　時／ 3月11日（日）14：00～15：00
場　所／信楽図書館視聴覚室
参加費／ 200円（ブックカバー 1枚分）
定　員／ 20名（先着順）
対　象／どなたでも参加いただけます。

（小さなお子さんは大人の方
と参加ください。）

講　師／大原さゆみ　先生

問・申…信楽図書館
282-0320　582-3921

みなくち子どもの森
しぜん学習会「春の野草」

　早春の自然を観察した後に、見つけ
た野草を調理してみましょう。

日　時／ 3月25日（日）
9：30～12：30（雨天中止）

場　所／みなくち子どもの森自然館前
（解散も同じ）

対　象／子ども～大人
定員 30名（先着順）

参加費／ 200 円（材料費）
持ち物／汚れてもよい服装、帽子、お

箸、お椀、おにぎり、野草を
入れる袋。

申込方法／ 3 月 23 日（金）までに参加
者全員の住所・氏名・年齢・電話番号
を下記までご連絡ください。（FAX申
込は返信をもって受付としますので
FAX番号を明記ください）。

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

信楽西教育集会所
絵手紙展開催中

　今年度の教室生が10月から3月まで
に描いた約100点の作品を展示してい
ます。今回は、画用紙をはがきとして
使ったり、貼り絵をしたり、消しゴム
で作った、スタンプなどを利用したユ
ニークな作品もあります。この機会に
ぜひご覧ください。

日　時／ 4月5日（木）まで
10：00～18：00

場　所／信楽図書館
休館日／月曜日、火曜日、3月22日

問…信楽西教育集会所
282-2361　582-3616
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地場産業と知的財産権セミナー
自分で守ろう、自社製品！

　近年、海外からの安価な摸倣品輸入
や産地間競争などで地域産業を取り巻
く環境は大きく変革しています。この
ような中で自社開発した製品などが真
似られていたとしたら、また真似られ
ないようにするにはどうしたらいいの
か、困っている方が多いと思います。
そこで、今後の事業展開の参考になる
ことを目的に下記のセミナーを開催し
ます。

日　時／ 3月14日（水）13：30～16：30
場　所／信楽伝統産業会館

3Ｆ大会議室（信楽町長野）
内　容／
①海外からの模倣品対策
（税関での水際取締）13：40～14：40
大阪税関　知的財産調査官
　　　　　　　北畠崇夫　氏
　有名ブランドのコピー商品などが
税関でどのように取り締まられ、ま
た処理されているのかを現物と事例
を交え紹介します。

②地域産業を守るには　14：50～16：20
　三木・伊原法律特許事務所
　　弁護士・弁理士　伊原友己　氏
　自社製品をどのように保護してい
くか、また侵害された場合どのよう
に対処すべきか、豊富な経験を基に
事例などを交え紹介します。
参加費／無料（定員：50名程度）
主　催／滋賀県工業技術総合センター

問・申…信楽窯業技術試験場
〒529-1851  甲賀市信楽町長野498

282-1155　582-1156

市民ギャラリ－
牧心書道サークル作品展

　サ－クルは男女あわせて7名ですが、
講師の指導により、月 3回の稽古をさ
れ、あいの土山文化祭や清和会館納涼
祭等にも力作を展示されています。
　新メンバ－も募集中です。
期　間／3月1日（木）～3月23日（金）

平日の8：30～17：15
場　所／土山支所１階ロビ－
内　容／書道作品
ぜひこの機会にご覧ください。

問…土山支所
266-1101　566-1564

土山歴史民俗資料館

藍
あいさいかい

彩会作品展
　藍彩会会員による作品展を開催しま
す。温かみのあるハンドメイドで、一
足早い春を感じてみませんか。

前期■3月10日（土）まで
　「あいの土山の春はハンドメイ
ドで…ホッコリはんなり夢空間」
と題し、絵画・工芸・手芸作品を
展示します。

後期■3月15日（木）～31日（土）
　古民具や民具を利用した作品を
展示します。古き良き時代の温故
の想いを古物空間で感じてくださ
い。

時　間／前期、後期とも10：00～18：00
場　所／土山歴史民俗資料館
休館日／月曜日・火曜日
入場料／無料

問…土山歴史民俗資料館
266-1056　566-1067

第2回甲賀市美術展覧会
この機会にぜひご覧ください

会　期／ 3月3日（土）から3月11（日）
開館時間／ 9：00～17：00
休館日／ 3月5日（月）
入場料／無料
会　場／下記の2会場で展示します
①あいこうか市民ホール（書・立体部門）
②碧水ホール（平面・工芸・写真部門）

展示部門／
①平面 ②立体 ③工芸 ④書 ⑤写真

問…甲賀市美術展覧会実行委員会
文化振興課内
（あいこうか市民ホール）
262-2626　562-2625

「忍の里プララ」
3月の催し

　影絵劇「長ぐつをはいたねこ」を上
演します。劇団かかし座による影絵等
の映像手法を積極的に採り入れた総合
パフォーマンスを、ご家族みんなでお
楽しみください。

日　時／ 3月25日（日）
13：30～開演（13：00開場）

入場料／大人　　　 　　1,000 円
子供（小学生以下）　500 円

詳細は下記までお問い合わせください。

問…忍の里プララ
（甲南情報交流センター）
286-1046　586-8119
E-mail：plala@city.koka.shiga.jp

福祉講演会
　障害者の社会参加に多大な影響を与
えたヘレン・ケラーの足跡を中心とし
た講演を行います。どなたでもご参加
いただけますので、ぜひお越しくださ
い。

日　時／ 3月10日（土）13：30～15：30
場　所／甲賀県事務所
講　師／関

せき

宏
ひろゆき

之氏（広島国際大学医療
福祉学部教授）

参加費／無料

※手話通訳・要約筆記をご希望の方は、
　３月５日（月）までにご連絡ください。

問…生活支援センターあかつき
265-4641　565-4642

信楽高原鐵道の盆梅列車　運行中！
土・日・祝日のみの運行　3月11日（日）まで

みんなで創ろう
「健康福祉のまち甲賀」

甲賀市地域福祉大会を開催
　市内で取り組まれている住民主体の
地域福祉活動について、各関係機関が
協力しながら研究・啓発・推進するこ
とにより、みんなが支えあう「健康福
祉のまち甲賀」の実現をめざします。
　どなたでもご参加いただけますの
で、ぜひお越しください。

日　時／ 3月17日（土）　13：30～16：30
場　所／水口社会福祉センター 福祉ホール
参加費／無料
内　容／
・地域福祉推進計画策定の経過説明
・基調講演
立命館大学産業社会学部
　　　　　津

つ

止
どめ

　正
まさとし

敏 教授
・パネルトーク
※ 手話通訳・要約筆記の情報保障が

あります。

問…社会福祉課　福祉政策係
265-0700　563-4085
甲賀市社会福祉協議会
地域福祉グループ
262-8085　563-2021



16広報あいこうか2007.2.1広報あいこうか 2007.2.117

甲南中央運動公園
トレーニングハウス
初回使用者講習会
毎月第 3火曜日午後 7時から 9時
毎月第 3 土曜日午前 9 時 30 分から
11時 30分
どちらか都合の良い日で受講ください。
受講料：500円 ( 事前申込必要です。)

日　時／ 3月17日（土）9：30～11：30
20日（火）19：00～21：00

一般開放日のお知らせ
　第3日曜日は無料で下記の施設を開
放しています。
日　時／ 3月18日（日）9：00～21：00
施　設／甲南B&G海洋センター 1F・

2F体育館
『ちょっとスポーツ』のおさそい

日　時／ 3月2日（金）、16日（金）　
10：00～11：30

参加料／ 100円／回
内　容／バドミントン、卓球、ウォー

キングなどの軽スポーツ
問…甲南B&G海洋センター

286-6971　586-6984

“いつ”
毎月第1･3金曜日 午前10：00～11：30
“どこで”
甲南B&G海洋センター 1F体育館
“だれでも”
一人でも楽しめます

（スタッフと一緒に…）

労働相談窓口の開設
　社会保険労務士による無料相談窓口
を開設します。
　解雇、賃金、年金、保険など労働に
関するあらゆる相談をお受けします。

日　時／ 3月14日（水）14：00～16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階

（水口税務署北隣）
受　付／電話予約（先着4名）

※予約なしにお越しいただいても結構
　ですが、予約のある方を優先します。

問・申…商工観光課
265-0710　563-4087

法　律　相　談
日　時／ 3月15日（木）13：00～16：00
場　所／信楽開発センター
※３月１日（木）８：３０から予約受付
日　時／ 3月22日（木）13：00～16：00
場　所／水口社会福祉センター
※３月８日（木）８：３０から予約受付
定　員／ 6名（1人30分）
申込方法／相談は予約制です
相談日の２週間前から電話・来所によ
り先着順です。
予約先／甲賀市社会福祉協議会

水口社会福祉センター 2階
予約電話番号／ 62-8085
相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士

※相談は無料で秘密は厳守します。

問…甲賀市社会福祉協議会
262-8085　563-2021
社会福祉課
265-0700　563-4085

後期高齢者医療
広域連合が設立

　75歳以上の後期高齢者の方々に適正
な医療給付等を行うため、これまでの
老人保健制度に代わる新たな医療制度
が平成20年4月からスタートします。
この後期高齢者医療制度を運営するた
め、県内の全市町で構成する「滋賀県
後期高齢者医療広域連合（特別地方公
共団体）」が2月1日に設立されました。
　今後広域連合では、制度開始に向け
て保険料条例の制定や被保険者証の発
行等の準備事務を行います。新しい制
度の具体的な内容は、制度開始前に改
めてお知らせします。

問…保健年金課
265-0689　563-4582

暴力相談電話（FAX）を設置
　昨年11月に設立された暴力団追放
甲賀湖南市民協議会の事業の一環とし
て、暴力相談電話（FAX）を設置しまし
た。
　債権取立て、不動産等の売買、家賃
の賃貸、交通事故示談等で暴力団と関
わりをもつなど、お困りの方はお気軽
にご相談ください。

相談電話番号／フリーダイヤル/FAX
80120-63-0893（ゼロやくざ）

設置場所／甲賀警察署　刑事課内
受付時間／月曜日から金曜日（祝祭日

を除く）8：30～17：15

献血場所

日　　時

甲南保健センター
3 月 16日（金）

200ml 献血、400ml 献血
10：00～11：30、12：30～15：00

申込締切 申し込み不要

申　　込

問い合わせ

甲南保健センター
286-5934
586-5974

献血にご協力を
　血液を必要とされる患者さんが安心
して輸血が受けられるように、1人で
も多くの方のご協力をお願いします。
　なお、安全に献血していただくため、
献血の間隔が定められています。また、
海外渡航歴のある方（英国）について、
献血の制限が設けられています。詳し
くは下記までお問い合わせください。

※本人確認のため、当日に免許証等の
提示をお願いしています。献血手帳と
あわせてお持ちください。

子ども予防接種週間
　（社）日本医師会・（社）日本小児科医
会・厚生労働省は、通常の診療時間に
予防接種が受けられない方へ、休日・
夜間に種々の予防接種の相談に応じ、
麻しん・風しん等の予防接種を行う「子
どもの予防接種週間」を実施します。

実施期間／ 3月1日（木）～3月7日（水）
対象者／市が行う予防接種の対象（生後

90か月まで）内で、市が実施し
ている予防接種日時において、
接種が受けられない児

予防接種の種類／麻しん・風しん等

下記まで直接予約してください。
【太田医院】　263-3553
実施日／ 3月3日（土）8：30～12：00

【木村医院】　262-2143
実施日／ 3月1日（木）14：00～16：00

【たなか小児科医院】265-0121
実施日／ 3月3日（土）14：00～14：15

【速水医院】　265-3211
実施日／ 3月3日（土）13：00～14：00

創業と経営革新のための
「無料移動相談会」
　「創業」をめざす方、「経営革新」を
進める中小企業や、様々な課題をもつ
中小企業の方々を対象に、下記のとお
り相談会を開催します。
日　程／ 3月6日（火）
会　場／市役所甲南支所
日　程／ 3月13日（火）
会　場／市役所信楽支所

問…甲賀地域中小企業支援センター
265-6282　563-1052

市職員や税務署職員を名乗る不審な電話による
振り込め詐欺が多発しています。皆さんご注意を
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１日社会保険相談所の開設
　3月の1日社会保険相談所の開設日
は次のとおりです。

日　時／ 3月14日（水）・28日（水）
（予約制になっていますので、事前に草津社

会保険事務所へ申し込みをお願いします。）

場　所／水口社会福祉センター
2階　中会議室

持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保険
証または受給者証・過去に勤務
した会社等の職歴メモ・認印

問…草津社会保険事務所
2077-567-1311　
2077-567-1383（予約専用）
市役所保険年金課
265-0688
（市役所へは予約申込みできません）

市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 3月1日（木）～15日（木）
（土・日を除く9：00～17：00）
使用開始日：4月1日（日）
■甲賀駅南駐車場
3区画（うち軽自動車枠2区画）

※申込者多数の場合は抽選となります。

問…市民生活課　生活交通係
265-0686　563-4582

■油日駅前駐車場

問…油日駅
288-5879（直接お問い合わせください。）

■甲南駅前駐輪場

問…甲南駅前駐輪場
286-0590（直接お問い合わせください。）

信楽高校  社会人聴講生募集
開講科目及び募集人数

募集期間／ 3月20日（火）まで　受付は9：00～16：00
聴講費用／①１単位あたり4,670円×3単位＝14,010円

②材料費　3,000円
③保険料　500円　　　　　　　　　の合計17,510円

応募方法／本校事務室にある「社会人聴講許可申請書」に必要事項を記入し持参く
ださい。（本人を証明するものを添付）なお、申込書は本校ホームページ
からもダウンロードできます。

選考方法／面接で意欲・適性を判断します。
面接日／ 3月22日（木）14：00～　　面接場所／信楽高校　セミナーハウス
選考結果発表／ 3月26日（月）
　希望者全員に郵送で結果を連絡します。詳しくは下記まで。

問・申…信楽高校　〒529-1851　信楽町長野317-1
　　　　282-0167　582-2124

実習科目 実習内容 募集人数 聴講期間

ろくろ成形

・土練りの基本
・電動ろくろによる成形の基本
・湯飲み、花瓶の制作
・仕上げ（かんなの使い方）

6名
・各実習の定員を
2名とし、学期毎
にローテーショ
ンする。

・学期 1 実習とし、
学期毎に交代して 1
年間で全ての実習を
聴講する。
・週 1回（火曜日）
4・5・6 時限の 3 時
間連続授業とする。
12：25 ～ 15：10（予定）

てひねり成形
・手回しろくろによるひも造
　りと成形の基本
・花瓶や茶道具の制作

釉　　薬
・釉薬の概念と基礎的な釉薬
　の調合

農業集落排水施設
使用料の減免

　一般家庭排水の農業集落排水施設使
用料は、基本料金2,000円と住民基本
台帳に記載されている世帯人員に300
円を乗じた金額の合計を1か月分とし
て、2か月分を合わせた料金を奇数月
に請求しています。
　ただし、住民基本台帳に記載されて
いる下宿中の学生や長期入院の方など、
実際には居住されていない場合は、人
数割り料金の減免申請ができます。
　なお、減免は申請年度のみ有効です。
続けて減免が必要な場合は、毎年3月
中に次の年度分の申請をしてください。
　年度の途中からでも申請はできます
が、減免されるのは申請した月以降に
なりますのでご了承ください。

申請に必要なもの／
1．減免申請書
2．減免の理由を証明する書類
例）アパート等の賃貸契約書の写し、 
　  入院費用の領収書の写しなど

問…下水道管理課
286-8397　586-8032

小学生のための国際理解講座
世界まなびじゅく2006
「第5回　ニュージーランド」

　美しい大自然、原住民のマオリ族、

鳥のキゥィ･･･　いろんなお話を聞い
て一緒に楽しくすごしましょう。

日　時／ 3月18日（日）　10：00～12：00
場　所／忍の里プララ
対　象／小学生
参加費／
甲賀市国際交流協会会員　300円
非会員　　　　　　　　　500円
※２００６年度まなびじゅくファイルの
　ある方は１００円引き
持ち物／筆記用具・まなびじゅくファ

イル・マジック又は色鉛筆
申込締切／ 3月12日（月）
　今回は２００６年度最終回です。５回
全部参加してくれた人にはプレゼント
があります。該当する方は申し込み時
にその旨お伝えください。

●甲賀市国際交流協会設立1周年記念●
第1回グローバルセミナー
「いっしょに塩

あんばい

梅しょうな」

日　時／ 3月18日（日）　13：30～16：30
場　所／かふか生涯学習館
内　容／多文化共生社会づくりを考え

る講演会
パネルディスカッション

問…甲賀市国際交流協会
2/563-8728
月～金10：00～17：00

あなたを狙う 振り込め詐欺 「あわてず  あせらず  落ち着いて」
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　今回の滋賀県議会議員一般選挙の投票日の翌日が小
学校の入学式の日にあたり、小学校の体育館が投票所
となっているところは、入学式の準備と投票業務が重
なることになります。そのため、投票所として使用す
ることが難しいことから、今回の選挙では下記のとお
り投票所を一部変更します。
　また、投票場所がJA甲賀郡土山支所であった投票区
については、諸般の事情により引き続き投票所として

借用することが困難になりました。他の施設を検討し
ていましたが、適当な場所が見つからないため、今回
はとなりの投票区と統合して土山開発センターが投票
場所になります。
　今回投票所を変更するところの有権者の皆さんには
何かとご迷惑をおかけすることになりますが、よろし
くお願いします。

従前の投票場所 今回の投票場所 投票区該当区域

土山小学校体育舘
土山開発センター

南中区 北中区 北芝区 大澤区

ＪＡ甲賀郡土山支所 南西区 北西区 野上野区

甲南中部小学校体育館 竜法師公民館 竜法師区 野尻区

甲南第二小学校体育館 杉谷公民館 杉谷区 新治区（新田を除く）

甲南第三小学校体育館 下野川公民館 下野川区 上野川区 下馬杉区

希望ケ丘小学校体育館
希望ケ丘防災
コミュニティセンター

希望ケ丘区 希望ケ丘本町区

期日前投票について

投票所を一部変更します

　下記のとおり期日前投票を行いますので、投票当日
に仕事や旅行などで投票に行けない方は、ご利用くだ
さい。（甲賀市で選挙権を有する方は、どの庁舎や支所
でも期日投票をすることができます。）
期　間／ 3月31日（土）から4月7日（土）まで

時　間／ 8：30～20：00
場　所／甲賀市役所　水口庁舎　2階会議スペース

265-0667

　次の支所などでも期日前投票ができますが、投票の
できる時間が水口庁舎とは異なりますのでお間違えの
ないようご注意願います。
期　間／ 3月31日（土）から4月7日（土）まで

時　間／ 8：30～18：00
場　所／

甲賀市役所　土山支所　１階玄関横スペース
266-1102

甲賀市役所　甲賀支所　1階会議室
288-4102

甲賀市役所　甲南庁舎　１階会議室
286-8010

甲賀市役所　信楽支所　１階玄関横スペース
282-1121

持参品／
お手元に届いていれば、入場券をご持参ください。

甲賀市選挙区一般選挙 甲賀市選挙区一般選挙 甲賀市選挙区一般選挙 
滋賀県議会議員 

投票日
4月8日（日）
午前7時から午後8時まで

問…甲賀市選挙管理委員会
　　265-0667　563-4554
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　天皇が即位されるごとに

天皇の御名代として天照大

神の御杖代をつとめられる

皇女・女王であった斎王。

その斎王が京都から伊勢の

斎宮までの群行途中に宿泊

された場所を頓宮と呼び、

群行のたびに建立されたと

いわれています。この垂水

斎王頓宮跡地は昭和19年に

国の史跡に指定されました。 

　第10回となる「あいの土

山斎王群行」は3月25日（日）

に行われ、禊ぎ式や道中舞

の披露など約3kmの群行を

経て、この場所でお着き式

が行われます。 

◆第10回あいの土山斎王群行 
　3月25日（日）11：30～16：00

ごみょう あまてらすおお 

み つえしろ 

だい 

大野小学校から垂水斎王頓宮跡 
までを群行します。 

たる　 み　 さい おう とん ぐう あと 

土山町頓宮 

みかみ 

昨年の頓宮跡での 
お着き式 

1
土山 
支所 

野洲川 

常楽寺 

垂水斎王頓宮跡 

卍 


